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utriusque sexûs juventus nemine usquam neglectô ... 












（recipiendo per sensoria illabentes rerum imagines）」、
「事物 [ の写像 ] が脳髄に刻まれる （ei [cerebro] res [i. e. 
imagines rerum] imprimantur et insculpantur）」 と コ
メニウスは述べている （COO-15, 71 ; cf. 鈴木 I, 89 ; DM-





in Intellectu, quod non prius fuerit in Sensu.）というア
リストテレス流の命題について、コメニウスは文字通り
とっているようである（その『霊魂論』の IV, 3 を参照
されたい）。彼はこの命題をもとに、「いつも必ず感覚か
ら」（à sensibus ... semper）始めることの必要性を主張
しているからである（XX, § 7 f.）。
　ところがコメニウスは知識の芽はすでに子どもの心に
内在している、とも述べる。人間の心、すなわち「白紙」





　　Comenius did not mention so clearly who desirable teachers are or should be. His answers are, 
at best, suggested fragmentarily. So we have collected such fragments so that we can describe its 
coutour at least. Ideal teachers are, according to him, not only learned, but creative and inventive in 
teaching methods in order to attract students’ attention.
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ある（XIX, § 16, 18）。
　学校の外的な、物理的条件についてもコメニウスは言
及する。XVII, § 17 でこう述べる：
Schola ipsa debet esse locus amoenus, illecebras 









　第 17 章 § 25 によると、教授法の大原則、あるいは
学習過程の第一原則は、「易しいものから困難のものへ」












＊形式よりも前に素材を（Materiam ante formam, XVI, 
§ 11 ; XXX, § 5）
＊規則よりも実例を先に（Materiam ante formam, XVI, 










































15 ff. ; COO-15, 144 f.）。第 1 の規則は、「（生徒が）知る
べき事は何であれ、教えるべし」（Quidquid sciendum 
est, doceatur. ; § 15）、というものである 7）。規則の 2
は、「教える事柄は何であれ、現に在るものとして、必
ず役立つものとして教えるべし」（Quidquid docetur, 








に」（primùm generaliter, tum per partes）呈示するよ
うに、と。さらに規則の 6 では、学習事項の「部分相互
の秩序（順序）、位置関係、繋がりを視野に入れて」（cum 
respectu ordinis, sitûs ac nexûs, quem [partes] habent 

























　XIX, § 16 でコメニウスは、「生徒の数がどれほど多
くても、教師一人で十分であるのはなぜか」（Quomodò 










を引きつけるためには」（ut ... alliciantur ingenia）、「創
意工夫により」（prudentiâ）、学習対象を、たとえそれ
が難しいもの（seria）であっても、楽しく（jucundè）
呈示する必要がある（XIII, § 19 ; COO-15, 112）。ま
た「真剣に学習への愛を生徒の中に掻き立ててやるよう
に」（ejus [studii] amor seriò discipulis excitetur）努め









着実、労力軽減」（facilitas ; soliditas ; compendium）の
趣旨で作成された教科書だけで、生徒は自力ですべてを



































を急がない。それはゆっくりと進む」（Natura se non 


































































































































定されていることがわかる : The last part usually 
in education is travel, which is commonly thought 
to finish the work, and complete the gentleman. 
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I confess, travel into foreign countries has great 





頓挫した。これについては、コンドルセ 他 著 「フ








になったように思われる。たとえば ‘de connu à 
inconnu’ すなわち既知から未知へという手順を思
考の原理としたコンディヤックは、コメニウスと
同じような考えを示した（Condillac, La Logique, 



















ついては井ノ口の考察を参照されたい（井口 2, 122 










９）‘se non praecipitat’ を鈴木は自然は「あわてない」
と訳している（鈴木 181）。ドイツ語訳も、（übereilt 
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